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Ⅰ　事　案
　被告人 X は、平成29年 6 月 5 日午後 9 時29分頃、助手席に交際相手 Y を乗
せ、片側 3 車線の東名高速道路下り線を F インターチェンジ方面から G インタ
ーチェンジ方面に向かって走行中、H パーキングエリア売店南側出入口前の身
体障害者用スロープ付近の道幅4.6m の通路左側に X 車両を駐車し、歩道で喫煙
していた。B は、前記 H パーキングエリアで A と運転を交代して、助手席に
C、2 列目助手席側に A、3 列目に D が乗車する B 車両の運転を始め、通路上に
駐車していた X 車両の右側を低速で通過した。その際、A は、B 車両左側スラ
イドドアを開けて X に対し、「邪魔だ、ボケ。」と怒鳴って駐車方法を非難した。
　X は、A から非難されたことに憤慨し、B 車両を停止させて文句を言おうと
考え、X 車両を運転して B 車両を追跡し、東名高速道路下り54.1キロポスト付近
で第 2 車両通行帯を走行中の B 車両の後方に追いつき、パッシングしたり蛇行
したりした。X 車両は、午後 9 時33分37秒頃から、54.1キロポスト先道路におい
て、第 2 車両通行帯を走行中の B 車両を時速約100km で第 1 車両通行帯から追
い越して、B 車両の直前の第 2 車両通行帯に車線変更した後、減速して著しく接
近した。B 車両が X 車両との衝突を回避するために第 3 車両通行帯に車線変更
すると、X 車両は、午後 9 時33分43秒頃から、B 車両の直前に第 2 車両通行帯か
ら時速約100km で車線変更した後、減速して著しく接近し、B 車両が衝突を回
避するために第 2 車両通行帯に車線変更すると、午後 9 時33分47秒頃から、B 車
両の直前に第 3 車両通行帯から時速約100km で車線変更した後、減速して著し
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避けるために第 3 車両通行帯に車線変更した B 車両の直前に第 2 車両通行帯か
ら時速約63km で車線変更した後、午後 9 時34分00秒には時速約29km まで減速
して著しく接近した（以下、上記 X の一連の運転を「 4 度の妨害運転」という。）。X
車両は、その後も減速して、午後 9 時34分 9 秒頃、54.8キロポスト先道路の第 3
車両通行帯上で停止し、その後方約2.2m 地点に B 車両が停止した。両車両と
も、エンジンをかけていたが、ハザードランプを点滅させず、テールランプを点
灯させていただけであった。
　X は、両車両が停車した後、X 車両から降車し、スライドドアが開いていた B
車両 2 列目助手席側付近へ歩いて行き、A に対し、「けんか売ってんのか。」「海
に沈めるぞ。」「車の方に投げるぞ。」「高速道路上に投げてやろうか。」「殺された
いのか。」などと怒鳴りながら、A の胸ぐらをつかんで車外に引っ張り出そうと
したり、B 車両内に上半身を乗り入れて A を車内に押し倒したりした。これに
対し、A は、「けんか売ってません。すみません。」などと謝罪し、車外に引き
ずり出されないように、車内にしがみついたり踏ん張ったりし、B や C は、座
っていた席から、A が車外に引きずり出されないように、A の腕や手をつかみ、
X に対し、謝罪し、やめるように言うなどした。Y は、X 車両から降りて B 車
両付近にいた X に近づき、X の腰を両手で引っ張ったり、やめるように言った
りした後、泣き出した C をなだめ、子供がいるからやめるよう X に言った。す




に左に車線変更し始めた。その後方最大約24m を走行していた E は、時速約
91km で走行中、B 車両の後方最大約53.8m 地点で同車両に気付き、急ブレーキ
をかけると同時に左にハンドルを切ったが、午後 9 時36分 7 秒頃、E 車両を B
車両後部に衝突させ、さらに同車両を X 車両の後部に衝突させ、いずれかの車




および B が死亡し、C および D が負傷し、X および Y も負傷した。
　警察は、X を自動車運転死傷行為処罰法 5 条の過失運転致死傷罪の容疑で逮捕






強要未遂罪 2 件、器物損壊罪 1 件と併せて X に懲役18年（求刑懲役23年）を言い
渡した。
　横浜地裁は、以下のような「罪となるべき事実」を認定した。






させ、自車との衝突を避けるために第 2 車両通行帯に車線変更した B 運転車両
直前の同車両通行帯上に重大な交通の危険を生じさせる速度である前記速度で車
線変更した上、減速して自車を B 運転車両に著しく接近させ、さらに、自車と
の衝突を避けるために第 3 車両通行帯に車線変更した B 運転車両直前の同車両
通行帯上に重大な交通の危険を生じさせる速度である時速約63km の速度で車線
変更した上、時速約29km まで減速して自車を B 運転車両に著しく接近させたこ
とにより…… B をして、……同車を停止することを余儀なくさせ、同日午後 9 時
36分頃、同所において、同車の後方から進行してきた大型貨物自動車前部を C
……及び D……が乗車していた B 運転車両後部に衝突させて同車を押し出させ、
同車左側部をその前方で停止していた自車右後部に衝突させるなどするととも
に、これらいずれかの車両を B 運転車両付近にいた A 及び B に衝突させ、よっ





















































憤慨し、B 車両を停止させて A に文句を言いたいとの一貫した意思のもとで、
それ自体 B 車両及びその他の車両の衝突等による重大な人身事故につながる重
大な危険性を有する 4 度の妨害運転に及んだ。そして、被告人は、 4 度目の妨害
運転後にも減速を続けて自車を停止させたものであるから、直前停止行為は 4 度
の妨害運転と密接に関連する行為といえる。








きる。また、被告人の妨害運転により、B 車両を運転する B は恐怖や焦り等か
ら冷静な判断が困難になっていたと認められることからすれば、B 車両が 4 度の
妨害運転によって第 3 車両通行帯上に停止し、かつ、停止を継続したことが、不
自然、不相当であるとはいえない。
　そして、両車両が停車した後、被告人が B 車両に近づき A に対して胸ぐらを
つかむ暴行を加えたり文句を言ったりしたことも、B 車両を停止させて A に文
句を言いたいとの被告人の妨害運転行為開始当初からの一貫した意思に基づくも
のと認められるから、やはり 4 度の妨害運転と密接に関連する行為といえる。








　また、本件事故は、被告人車両及び B 車両が停止してから 2 分後、被告人が
A に暴行を加えるなどした後、被告人車両に戻る際に発生したもので、前記の
追突可能性が何ら解消していない状況下のものであった。
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　エ　以上によれば、本件事故は、被告人の 4 度の妨害運転及びこれと密接に関
連した直前停止行為、A に対する暴行等に誘発されて生じたものといえる。そ






　自動車運転処罰法 2 条 4 号は、危険運転行為のうち、「人又は車の通行を妨害
する目的で、走行中の自動車の直前に侵入し、その他通行中の人又は車に著しく
接近し、かつ、重大な交通の危険を生じさせる速度で自動車を運転する行為」に





おいては低速走行や停止行為（すなわち時速 0 km の運転）も重大な交通の危険を
生じさせる速度（危険速度）の要件を充たすと主張した。






































　被告人 X は、平成14年 1 月12日、高速道路である常磐自動車道を走行中に A
の運転態度に立腹し、走行中の A の自動車（A 車）の前に割り込み、減速・停
車して、自車の後方に A 車を停止させた。降車した X は、A 車のところまで行
って「謝れ」などと怒鳴り、A 車のエンジンキーに手を伸ばしたり、A の顔面
を殴打したりした。その間、A 車を避けようとした B 車と C 車が衝突し、両車
両は A 車の前方に停止した。その後、X は自車で走り去ったが、A はキーが見
つからず周囲を探したり、B、C に進路を空けるよう言いに行ったりしていたと
ころ、A 車の停止から20数分後（X の立去りから 7 〜 8 分後）に D の運転する自
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為とした。この実行行為には、直前停止行為 9 秒前の時速29km までの減速行為
も含まれている。時速29km までの減速行為を実行行為に取り込み、以後の減速
行為を実行行為から除外したのは、危険速度要件を考慮したからであろう。しか
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　一　車の通行を妨害する目的で、走行中の車（重大な交通の危険が生じることと
なる速度で走行中のものに限る。）の前方で停止し、その他これに著しく接近する
こととなる方法で自動車を運転する行為
　二　高速自動車国道又は自動車専用道路において、自動車の通行を妨害する目
的で、走行中の自動車の前方で停止し、その他これに著しく接近することとなる
方法で自動車を運転することにより、走行中の自動車に停止又は徐行をさせる行
為」
